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特集

東日本大震災から5年
被災地のいまと，これから
東日本大震災から5年を振り返る
災害時（健康危機管理）における保健師の役割とは　奥田博子
いま求めている支援とは 
福島県南相馬市からの報告　大石万里子
医療・介護の連携を通じた復興支援
宮城県気仙沼保健福祉事務所の取り組み　高橋祥恵
被災地への保健師の派遣のあり方
神戸市による長期派遣の取り組みを中心に　田中由紀子ほか
被災地の保健活動の課題と今後へ向けて
学会による取り組みを通して見えたこと　宮崎美砂子ほか

PHOTO
日本健康福祉政策学会 ふくしまセミナー

特別記事
減災社会の実現へ向けて
「減災館」の取り組み　飛田潤

連載
統括保健師の日々　濵野芳江
現場の疑問に答える 地域づくり型保健活動Q&A　岩永俊博
保健師のための行政学入門　吉岡京子
ナカイタ発 保健師へのつぶやき　中板育美
ニュースウォーク　白井正夫

●生活保護の扶助費のうち，約半
分を医療扶助費が占めています。
その現状を考えると，国が被保護
者の健康管理を自治体に期待する
理念はわかります。ただ，高齢者
や長期治療を必要とする精神疾患
患者が多いという生活保護受給者
の特性を考慮すると，後発医薬品
の使用促進といった直接的な対策
と並列して，保健指導に高い効果
を期待することは厳しいと思いま
す。福祉事務所に配置された保健
師には，結果にとらわれず，保健
と福祉の壁を乗り越えてご活躍い
ただきたいです。� （和田）

●小説『下町ロケット』がテレビ
ドラマ化され放送された。視聴率
も高かったので，ご覧になった方
も多いと思う。仕事に対する姿
勢，そして後半はとくに，医療に
関わる者としての姿勢を問う内容
だったと言えようか。原作とは異
なるテンポだったが，それがまた
面白かった。●自分の仕事に対す
る信念と誇り，そして自分の時
間，人生の一部を削って取り組む
仕事の意味をどう考えるか。医療
に関わる仕事は人間の生命の安全
そのものにつながっていることを
心しておきたい。� （杉之尾）
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